
13 総務文教常任委員会の報告 12一般質問

少
子
化
対
策
優
先
の
学
校
づ
く

り
及
び
町
づ
く
り
に
つ
い
て

大
谷　

子
供
医
療
費
の
無
料
化

が
地
方
自
治
体
の
責
任
で
進
め

ら
れ
る
中
、
病
院
窓
口
で
無
料

化
し
て
い
る
地
方
自
治
体
に
対

し
、
政
府
は
国
民
健
康
保
険
国

庫
負
担
の
減
額
調
整
（
ペ
ナ
ル

テ
ィ
）
を
行
っ
て
い
た
が
、
国

民
の
批
判
が
高
ま
る
中
で
、
厚

生
労
働
省
は
昨
年
12
月
、
小
学

校
入
学
前
ま
で
を
対
象
に
し
た

減
額
調
整
は
平
成
30
年
４
月
か

ら
廃
止
す
る
方
針
を
出
し
て
い

る
の
で
、
五
條
市
も
県
と
の
協

議
の
も
と
、
０
歳
か
ら
小
学
校

入
学
前
の
児
童
の
窓
口
無
料
化

を
ま
ず
実
施
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

す
こ
や
か
市
民
部
長　

厚
生
労

働
省
の
決
定
を
受
け
て
奈
良
県

と
県
内
市
町
村
で
検
討
事
項
を

協
議
し
、
今
年
中
に
現
物
給
付

方
式
（
窓
口
無
料
化
）
に
つ
い

て
一
定
の
方
向
性
を
見
い
だ
す

べ
く
協
議
を
深
め
て
い
き
た
い
。

大
谷　

生
活
保
護
家
庭
の
児
童

や
要
保
護
家
庭
及
び
準
要
保
護

家
庭
の
児
童
へ
の
就
学
援
助
制

度
の
中
の
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
費
の
援
助
に
つ
い
て
、
文

部
科
学
省
は
今
年
の
３
月
、
国

民
の
要
望
に
基
づ
き
生
活
保
護

世
帯
と
同
水
準
の
要
保
護
世
帯

の
小
中
学
生
へ
の
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
の
支
給
は
小
学

校
入
学
前
も
可
能
と
す
る
通
知

を
都
道
府
県
教
育
委
員
会
へ
出

し
て
い
る
の
で
、
教
育
委
員
会

と
社
会
福
祉
課
の
連
携
で
入
学

前
に
支
給
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

教
育
部
長　

就
学
前
の
決
定
、

支
給
も
で
き
る
よ
う
関
係
部
局

と
協
議
し
て
い
く
。

大
谷　

憲
法
第
26
条
に
は
、
義

務
教
育
は
無
償
と
す
る
と
あ
る

が
、
教
育
費
の
負
担
も
多
額
に

な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
全
国

的
に
は
児
童
の
健
康
と
命
に
関

わ
る
給
食
費
へ
の
助
成
が
広
が

り
給
食
費
の
無
償
が
約
55
市
町

村
に
、
一
部
補
助
が
約
３
６
２

市
町
村
に
な
っ
て
い
る
。
五
條

市
も
全
児
童
生
徒
を
対
象
と
し

た
給
食
費
の
助
成
を
さ
せ
て
も

ら
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

教
育
委
員
会
で
は

準
要
保
護
児
童
生
徒
に
対
し
て

就
学
助
成
費
と
し
て
補
助
し
て

い
る
が
、
全
児
童
生
徒
を
対
象

と
し
た
給
食
費
の
助
成
は
考
え

て
い
な
い
。

大
谷　

大
学
生
の
授
業
料
は
年

間
で
国
立
は
約
53
万
円
、
私
立

で
は
約
86
万
円
と
多
額
に
な
っ

て
お
り
、
多
く
の
大
学
生
が
返

済
が
必
要
な
奨
学
金
を
月
８
万

円
前
後
借
り
て
お
り
、
そ
の
人

数
は
全
国
で
約
１
３
２
万
人
で

あ
る
。
政
府
は
や
っ
と
返
済
不

要
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
来

年
か
ら
実
施
す
る
が
、
対
象
者

は
約
２
万
人
で
あ
る
。
対
象
者

人
数
を
70
万
人
目
標
に
、
給
付

額
も
月
３
万
円
以
上
に
な
る
よ

う
政
府
に
要
請
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

教
育
部
長　

厳
し
い
状
況
に
あ

る
大
学
生
へ
の
給
付
型
支
援
の

拡
充
に
つ
い
て
、
他
の
市
町
村

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
国
に
要

請
し
て
い
き
た
い
。

有
効
活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

委
員　

更
地
に
す
る
こ
と
で
緊
急

時
に
は
近
隣
の
避
難
地
と
な
り
テ

ン
ト
設
営
等
の
用
途
も
あ
る
の
で

考
慮
し
て
も
ら
い
た
い
。

五
條
市
教
職
員
住
宅
条
例
の
廃
止

に
つ
い
て

委
員　

住
宅
の
築
年
数
と
今
後
の

活
用
予
定
は
。

答
弁　

築
12
年
で
、
活
用
に
つ
い

て
は
大
塔
小
・
中
学
校
と
合
わ
せ

た
活
用
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

委
員　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
分

署
の
職
員
が
賃
貸
で
入
居
で
き
れ

ば
災
害
発
生
時
な
ど
に
早
期
に
対

応
で
き
る
と
考
え
る
の
で
、
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

委
員　

土
木
技
術
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
。

答
弁　

市
の
技
術
職
員
が
昨
年
度

に
比
較
し
て
２
名
減
と
な
り
、
計

画
通
り
の
採
用
が
で
き
な
い
中
で

算
出
し
た
人
員
１
名
６
箇
月
分
の

委
託
料
で
あ
り
、
今
ま
で
委
託
に

出
し
て
い
た
業
務
に
つ
い
て
、
技

術
面
の
プ
ラ
ス
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

委
員　

従
来
よ
り
ど
れ
だ
け
費
用

削
減
効
果
が
あ
っ
た
か
を
今
後
提

示
し
て
も
ら
い
た
い
。　

委
員　

鳥
獣
害
防
止
対
策
材
料
費

に
つ
い
て
、
地
元
負
担
率
が
高
い

の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

防
止
柵
を
募
集
す
る
段
階

で
は
45
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、

要
望
者
の
取
り
下
げ
等
が
出
て
く

れ
ば
実
質
の
負
担
率
は
下
が
る
こ

と
に
な
る
。

委
員　

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
委

託
料
に
つ
い
て
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

多
く
の
委
託
料
が
必
要
な
の
か
。

答
弁　

今
年
３
月
の
確
認
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
敷
地
を
北
側
南
側

に
分
け
て
遺
構
残
存
率
を
想
定
し

積
算
し
て
い
る
。
土
砂
の
大
規
模

な
掘
削
等
に
２
週
間
程
度
の
作
業

量
と
搬
送
作
業
及
び
細
か
い
人
間

の
手
作
業
と
し
て
４
箇
月
程
度
で

延
べ
３
，
５
０
０
人
を
想
定
し
て

い
る
。

委
員　

委
託
料
の
県
と
市
の
負
担

の
内
訳
は
。

答
弁　

県
の
負
担
分
は
３
，
０
７

５
万
２
千
円
、
市
の
負
担
分
が
８
，

６
６
５
万
８
千
円
で
、
道
路
部
分

は
市
の
負
担
、
庁
舎
部
分
の
県
の

負
担
分
は
32
パ
ー
セ
ン
ト
、
市
の

負
担
分
は
68
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。

委
員　

埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
で
遺

跡
が
発
見
さ
れ
た
が
、
新
庁
舎
の

建
築
面
積
が
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル

以
下
で
も
本
発
掘
が
必
要
な
の
か
。

答
弁　

今
回
は
１
万
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
開
発
計
画
が
あ
り
、
試

掘
で
遺
跡
が
あ
る
と
い
う
文
化
財

包
蔵
地
の
登
録
が
さ
れ
た
こ
と
で
、

新
庁
舎
の
建
築
場
所
及
び
建
築
面

積
に
か
か
わ
ら
ず
、
埋
蔵
文
化
財

の
調
査
が
必
要
と
な
る
。

委
員　

北
側
に
庁
舎
を
建
て
た
場

合
、
基
礎
工
事
で
出
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
片
等
の
撤
去
費
用
や
産
業
廃

棄
物
の
処
分
費
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

敷
地
内
の
既
存
の
工
作
物

に
つ
い
て
は
奈
良
県
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
五
條
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て　

委
員　

残
債
が
あ
る
が
地
域
へ
の

貸
付
・
運
営
等
が
で
き
る
の
か
。

答
弁　

補
助
金
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
無
償
で
の
賃
貸

契
約
は
可
能
で
あ
る
。

委
員　

大
深
小
学
校
は
休
校
か
ら

14
年
間
も
経
過
し
て
い
る
が
、
な

ぜ
も
っ
と
早
く
有
効
活
用
を
考
え

な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　

休
校
当
時
は
地
域
の
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
及
び

避
難
所
指
定
が
な
く
な
っ
た
後
も

築
年
数
が
相
当
古
く
耐
震
性
能
が

低
い
こ
と
な
ど
か
ら
廃
止
の
み
で



議 案 名

議
決
結
果

養
田

康

平
岡

清
司

牧
野

雅
一

窪

佳
秀

岩
本

孝

福
塚

実

山
口

耕
司

吉
田

雅
範

益
田

吉
博

大
谷

龍
雄

全

宗
部

康
寛

吉
田

正

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり可決・承認・同意した議案）

議　案　の　概　要

議第３４号　平成２９年度五條市一般会計補正予算
（第１号）議定について

専決処分の報告、承認を求めることについて
（五條市消防団員等公務災害補償条例の一部改正）

発議第２号　ギャンブル依存症対策の抜本的対策を求
める意見書について

発議第３号　五條市新庁舎建設事業の見直しを求める
決議について

議　案　名

平成２９年第２回６月定例会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　●＝反対　　退＝退席　　欠＝欠席　　長 ＝議長

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の
一部改正に伴い、損害補償の額等の改定に急を要し、
専決処分を行った。
（平成２９年４月１日から施行）

15 意見書・決議ほか 14表決結果と議決結果

専決処分の報告、承認を求めることについて
(五條市国民健康保険税条例の一部改正)

地方税法等の改正に伴い、平成29年度の市税の課税に急
を要し、専決処分を行った。

職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 職員の育児休業に関する人事院規則の一部改正に伴う、
条例の一部改正（公布の日から施行）

五條市墓地条例の一部改正について 墓地の地番が地籍調査により変更されたため。
（平成２９年７月１日から施行）

○○ ○○ ○○ ○○○ 長 可決○ ○

議会を傍聴される方に
議案書等を貸し出します

○○ ○○ ○○ ○○○ 長 可決

○○ ○● ○○ ○○○ 長 可決○ ○

○ 退

専決処分の報告、承認を求めることについて
(五條市税条例等の一部改正)

職員の退職手当に関する条例の一部改正について 雇用保険法の改正に伴う、条例の一部改正（公布の日
から施行）

五條市立学校設置条例の一部改正について 五條市立大深小学校、五條市立大塔小学校、五條市立
大塔中学校を廃止するため
（規則で定める日から施行）

公共土木施設災害復旧事業に係る歳入歳出及び繰越明許
費の追加等の予算措置に急を要し、専決処分を行った。

専決処分の報告、承認を求めることについて
(平成２８年度五條市一般会計補正予算（第６号）

やまと広域環境衛生事務組合議会臨時会の報告（概要）

　

       昨年末に成立した「特定複合観光施設区域の整備の推進に関する法律」の衆参内閣委員会における 附
　帯決議では、ギャンブル等依存症の実態把握のための体制整備やギャンブル等依存症患者の相談体制と
　臨床医療体制の強化などを政府に求めている。
      政府はこれを受け、ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議において検討を進め、本年3月には論点
　整理を発表したところである。
　   これまでにも、ギャンブル等依存症による自己破産、家庭崩壊、犯罪などの深刻な問題があったにも
　かかわらず、政府は実態を十分に把握して来なかった。
　   政府においては、ギャンブル等依存症の実態把握を進め、論点整理等を踏まえたギャンブル等依存症
　対策基本法の制定などの抜本的強化等、下記の事項に取り組むことを強く求める。
                                                                      　　　   記
   １.公営ギャンブル等は、所管省庁が複数にまたがり、しかも規制と振興の担当省庁が同一であるため、
　一元的な規制が困難な側面があり、ギャンブル等依存症対策の十分な実施が望めない。そのため、ギャ
　ンブル等依存症対策の企画立案、規制と監視を一元的に行う独立組織の設置を検討すること。  
   ２.３月の論点整理等を踏まえ、ギャンブル等依存症対策の具体的な対策や実施方法を早急に検討するこ
　と。
   ３.アルコール依存症や薬物依存症に関しては、それぞれに施策が進められている。ギャンブル等依存症
　対策の法制化を進める中で、こうした取り組みと合わせ、さらに依存症対策の深化を図ること。
   以上、地方自治法９９条の規定により意見書を提出する。
    平成２９年６月２７日                          　　                                                 　　　    五條市議会

    ギャンブル等依存症対策の抜本的強化を求める意見書

地方税法等の改正に伴い、平成29年度の国民健康保険税
の課税に急を要し、専決処分を行った。
（平成２９年４月１日から施行）

円滑な議会運営を求める決議について 議場での発言・言動について、会議規則を十分認識し遵
守し、議員並びに理事者がお互いに取り組むよう求める。

五條市教職員住宅の条例の廃止について 五條市教職員住宅を用途廃止するため。

〈報告案件〉
平成28年度五條市土地開発公社の決算及び事業の報告、平成28年度一般財団法人大塔ふる里センターの決算及
び事業の報告、平成28年度五條市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告、平成28年度五條市下水道事業特別繰
越明許費計算書の報告、平成28年度五條市墓地事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告、平成28年度五條市
水道事業会計予算繰越計算書の報告

　

      去る、４月７日、午後４時30分から、御所市やまとクリーンパーク３階会議室において、やま
と広域環境事務組合議会第１回臨時会が開催されました。
　会議では、まず、管理者の東川御所市長から議会招集の挨拶があり、会議録署名議員の指名
の後、本臨時会の会期を１日とすることが決定されました。
　議案審議では、やまと広域環境衛生事務組合財政調整基金条例の専決処分の報告、平成28年
度やまと広域環境衛生事務組合一般会計補正予算（第１号）の専決処分
の報告、平成28年度やまと広域環境衛生事務組合一般会計補正予算（第
４号）の専決処分の報告、やまと広域環境衛生事務組合ごみ処理施設条
例の制定、やまと広域環境衛生事務組合行政財産使用料条例の制定、平
成29年度やまと広域環境衛生事務組合一般会計予算の６議案を議題とし、
管理者に提案理由の説明を受けた後、質疑を経て慎重審議の上、原案の
とおり可決・承認され閉会いたしました。



議 案 名

議
決
結
果

養
田

康

平
岡

清
司

牧
野

雅
一

窪

佳
秀

岩
本

孝

福
塚

実

山
口

耕
司

吉
田

雅
範

益
田

吉
博

大
谷

龍
雄

全

宗
部

康
寛

吉
田

正

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり可決・承認・同意した議案）

議　案　の　概　要

議第３４号　平成２９年度五條市一般会計補正予算
（第１号）議定について

専決処分の報告、承認を求めることについて
（五條市消防団員等公務災害補償条例の一部改正）

発議第２号　ギャンブル依存症対策の抜本的対策を求
める意見書について

発議第３号　五條市新庁舎建設事業の見直しを求める
決議について

議　案　名

平成２９年第２回６月定例会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　●＝反対　　退＝退席　　欠＝欠席　　長 ＝議長

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の
一部改正に伴い、損害補償の額等の改定に急を要し、
専決処分を行った。
（平成２９年４月１日から施行）

15 意見書・決議ほか 14表決結果と議決結果

専決処分の報告、承認を求めることについて
(五條市国民健康保険税条例の一部改正)

地方税法等の改正に伴い、平成29年度の市税の課税に急
を要し、専決処分を行った。

職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 職員の育児休業に関する人事院規則の一部改正に伴う、
条例の一部改正（公布の日から施行）

五條市墓地条例の一部改正について 墓地の地番が地籍調査により変更されたため。
（平成２９年７月１日から施行）

○○ ○○ ○○ ○○○ 長 可決○ ○

議会を傍聴される方に
議案書等を貸し出します

○○ ○○ ○○ ○○○ 長 可決

○○ ○● ○○ ○○○ 長 可決○ ○

○ 退

専決処分の報告、承認を求めることについて
(五條市税条例等の一部改正)

職員の退職手当に関する条例の一部改正について 雇用保険法の改正に伴う、条例の一部改正（公布の日
から施行）

五條市立学校設置条例の一部改正について 五條市立大深小学校、五條市立大塔小学校、五條市立
大塔中学校を廃止するため
（規則で定める日から施行）

公共土木施設災害復旧事業に係る歳入歳出及び繰越明許
費の追加等の予算措置に急を要し、専決処分を行った。

専決処分の報告、承認を求めることについて
(平成２８年度五條市一般会計補正予算（第６号）

やまと広域環境衛生事務組合議会臨時会の報告（概要）

　

       昨年末に成立した「特定複合観光施設区域の整備の推進に関する法律」の衆参内閣委員会における 附
　帯決議では、ギャンブル等依存症の実態把握のための体制整備やギャンブル等依存症患者の相談体制と
　臨床医療体制の強化などを政府に求めている。
      政府はこれを受け、ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議において検討を進め、本年3月には論点
　整理を発表したところである。
　   これまでにも、ギャンブル等依存症による自己破産、家庭崩壊、犯罪などの深刻な問題があったにも
　かかわらず、政府は実態を十分に把握して来なかった。
　   政府においては、ギャンブル等依存症の実態把握を進め、論点整理等を踏まえたギャンブル等依存症
　対策基本法の制定などの抜本的強化等、下記の事項に取り組むことを強く求める。
                                                                      　　　   記
   １.公営ギャンブル等は、所管省庁が複数にまたがり、しかも規制と振興の担当省庁が同一であるため、
　一元的な規制が困難な側面があり、ギャンブル等依存症対策の十分な実施が望めない。そのため、ギャ
　ンブル等依存症対策の企画立案、規制と監視を一元的に行う独立組織の設置を検討すること。  
   ２.３月の論点整理等を踏まえ、ギャンブル等依存症対策の具体的な対策や実施方法を早急に検討するこ
　と。
   ３.アルコール依存症や薬物依存症に関しては、それぞれに施策が進められている。ギャンブル等依存症
　対策の法制化を進める中で、こうした取り組みと合わせ、さらに依存症対策の深化を図ること。
   以上、地方自治法９９条の規定により意見書を提出する。
    平成２９年６月２７日                          　　                                                 　　　    五條市議会

    ギャンブル等依存症対策の抜本的強化を求める意見書

地方税法等の改正に伴い、平成29年度の国民健康保険税
の課税に急を要し、専決処分を行った。
（平成２９年４月１日から施行）

円滑な議会運営を求める決議について 議場での発言・言動について、会議規則を十分認識し遵
守し、議員並びに理事者がお互いに取り組むよう求める。

五條市教職員住宅の条例の廃止について 五條市教職員住宅を用途廃止するため。

〈報告案件〉
平成28年度五條市土地開発公社の決算及び事業の報告、平成28年度一般財団法人大塔ふる里センターの決算及
び事業の報告、平成28年度五條市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告、平成28年度五條市下水道事業特別繰
越明許費計算書の報告、平成28年度五條市墓地事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告、平成28年度五條市
水道事業会計予算繰越計算書の報告

　

      去る、４月７日、午後４時30分から、御所市やまとクリーンパーク３階会議室において、やま
と広域環境事務組合議会第１回臨時会が開催されました。
　会議では、まず、管理者の東川御所市長から議会招集の挨拶があり、会議録署名議員の指名
の後、本臨時会の会期を１日とすることが決定されました。
　議案審議では、やまと広域環境衛生事務組合財政調整基金条例の専決処分の報告、平成28年
度やまと広域環境衛生事務組合一般会計補正予算（第１号）の専決処分
の報告、平成28年度やまと広域環境衛生事務組合一般会計補正予算（第
４号）の専決処分の報告、やまと広域環境衛生事務組合ごみ処理施設条
例の制定、やまと広域環境衛生事務組合行政財産使用料条例の制定、平
成29年度やまと広域環境衛生事務組合一般会計予算の６議案を議題とし、
管理者に提案理由の説明を受けた後、質疑を経て慎重審議の上、原案の
とおり可決・承認され閉会いたしました。
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五
條
市
議
会
第
２
回
６
月
定
例
会
の
概
要

　

平
成
29
年
第
２
回
６
月
定
例
会
は
、
６
月
５
日

に
開
会
、
会
期
を
22
日
ま
で
の
18
日
間
と
決
定
し
、

初
日
に
市
長
か
ら
市
政
報
告
と
提
出
議
案
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
を
始
め
、
平
成
29
年
度
五
條

市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
重
要
案
件
が
市
長

か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
か
ら
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

対
策
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
意
見
書
、
円
滑
な

議
会
運
営
を
求
め
る
決
議
・
五
條
市
新
庁
舎
建
設

事
業
の
見
直
し
を
求
め
る
決
議
が
提
出
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
慎
重
審
議
を
行
う
と
と
も
に
、
11
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
審
議
に
つ
い
て

慎
重
を
期
す
た
め
会
期
を
５
日
間
延
長
し
、
６
月

27
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

編　

集　

後　

記

　

連
日
暑
い
日
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
た
び
の
九
州
地
域
の
大

雨
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆

様
、
そ
の
ご
家
族
の
方
々
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
一

日
も
早
く
日
常
を
取
り
戻
さ
れ

る
こ
と
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
ま
も

な
く
６
年
が
た
と
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
自
然
の

脅
威
や
防
災
に
つ
い
て
考
え
ら

れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
頃
か
ら
防
災
へ
の
意
識
を

高
め
る
た
め
に
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
の
気
象
情
報
等
に
十
分
注

意
す
る
、
避
難
ル
ー
ト
を
確
認

す
る
な
ど
災
害
へ
の
備
え
を
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。　

　

熱
中
症
な
ど

に
も
気
を
つ
け
、

健
や
か
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

 　

 

岩
本　

  

孝

　

副
委
員
長      

平
岡　

清
司

　

委
員　
　
　

  

山
口　

耕
司

　
　

  

〃　
　
　

窪　
　

佳
秀

　
　

  

〃　
　
　

宗
部　

康
寛　

　
　
（
議
長
）　  

吉
田　

  

正

　
　
（
副
議
長
）  

福
塚　

  

実 
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議
会
運
営
委
員
会
は
、
５
月
９

日
及
び
10
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

神
奈
川
県
内
で
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

９
日
に
は
、
南
足
柄
市
を
訪
問
。

議
会
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

の
先
進
事
例
を
視
察
し
ま
し
た
。

   

研
修
で
は
、
導
入
の
経
緯
や
機

種
選
定
、
実
際
の
機
器
等
の
説
明

が
あ
り
、
議
会
及
び
議
員
活
動
に

効
果
が
あ
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　

翌
10
日
に
は
、
三
浦
市
を
訪
問
。

少
数
定
員
で
の
議
会
運
営
に
つ
い

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
同
市
議

会
の
定
員
は
13
人
で
本
市
と
同
規

模
で
あ
り
、
そ
の
中
に
お
い
て
現

定
数
ま
で
の
経
緯
や
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
や
委
員
会
構
成
等
議

会
運
営
に

つ
い
て
説

明
を
受
け

ま
し
た
。

　

今
回
の

２
市
の
視

察
研
修
で

得
た
成
果

を
今
後
の

議
会
運
営

に
生
か
す

べ
く
活
動

を
続
け
て

ま
い
り
ま

す
。

　

平
成
28
年
６
月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し
た

６
月
定
例
会
の
最
後
に
、
議
長
が
市
議
会

を
代
表
し
て
一
部
議
員
に
よ
る
庁
舎
内
で

の
喫
煙
に
つ
い
て
謝
罪
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

〜　

お
わ
び
の
言
葉　

〜

会
を
代
表
し
て
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
議
員
と
し
て
の
品
位
と
倫
理

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

大
変
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　 ※大塔町天辻にあり、周辺には天誅組に関わった人たちを顕彰する碑が建立され、
　　  歴史公園として整備されています。　　　　　

　　 天誅組本陣趾

16定例会の概要1
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議会運営委員会視察　in 三浦市　南足柄市

　

総
務
文
教

常
任
委
員
会

は
こ
の
ほ
ど
、

富
山
県
射
水

市
及
び
兵
庫

県
篠
山
市
の

２
市
を
訪
問

し
、
合
併
特

例
債
と
財
政

執
行
を
テ
ー

マ
に
視
察
研

修
を
行
い
ま

し
た
。

　

５
月
18
日
に
富
山
県
射
水
市
を
訪
問
。

同
市
は
平
成
17
年
に
周
辺
１
市
３
町
１
村

が
合
併
。
平
成
28
年
に
は
新
庁
舎
を
建
設

す
る
な
ど
合
併
特
例
債
を
生
か
し
た
事
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も

新
庁
舎
建
設
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ

の
財
政
面
で
の
先
行
事
例
に
つ
い
て
教
示

を
受
け
ま
し
た
。

　

翌
19
日
に
は
、
兵
庫
県
篠
山
市
を
訪
問
。

同
市
は
平
成
11
年
に
平
成
の
大
合
併
で
は

全
国
の
先
陣
を
切
っ
て
近
隣
４
町
が
合
併
。

合
併
後
は
特
例
債
を
活
用
し
各
種
施
設
の

建
設
な
ど
事
業
を
行
い
、
合
併
の
先
進
事

例
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た

が
、
そ
の
後
交
付
税
の
減
額
や
人
口
減
少

な
ど
に
よ
り
財
政
的
に
苦
し
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
に
お
い
て
、
そ

の
事
例
に
つ
い
て
教
示
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
２
市
で
の
研
修
で
学
ん
だ
成
果
を

も
と
に
、
次
の
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い

財
政
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

総務文教常任委員会視察　in 射水市　篠山市

　

厚
生
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
岩

手
県
に
お
い
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

に
つ
い
て
視
察
研
修
行
い
ま
し
た
。
岩
手
県
で

は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
県
内
で
普
及
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

７
月
10
日
に
は
八
幡
平
市
を
訪
問
。
温
泉
施

設
等
を
有
す
る
同
市
の
岩
手
山
焼
走
り
国
際
交

流
村
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
同
施
設
の
ボ
イ
ラ
ー
は

バ
ー
ク
（
樹
皮
）
対
応
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
製
で
、

主
に
温
泉
施
設
の
給
湯
に
利
用
、
同
施
設
の
担

当
者
か
ら
ボ
イ
ラ
ー
の
概
要
、
メ
リ
ッ
ト
等
の

説
明
を
受
け
、
ボ
イ
ラ
ー
の
見
学
を
行
い
ま
し

た
。

　

翌
11
日
に
は
、
一
戸
町
を
訪
問
。
同
町
の
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
に

つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
同
施
設
の
ボ
イ

ラ
ー
は
平
成
27
年
に
設
置
さ
れ
た
国
産
製
で
、

環
境
面
の
ほ
か
に
災
害
時
比
較
的
安
定
し
て
確

保
で
き
る
木
質
チ
ッ
プ
を
利
用
で
き
る
こ
と
か

ら
導
入
、
施
設
担
当
者
か
ら
化
石
燃
料
使
用
の

ボ
イ
ラ
ー
と
の
比
較
等
の
説
明
を
受
け
、
見
学

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
訪

れ
た
八
幡
平
市
で

は
、
平
成
26
年
に

竣
工
し
た
市
新
庁

舎
を
見
学
、
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
２
日
間

の
研
修
で
の
収
穫

を
本
市
バ
イ
オ
マ

ス
事
業
の
推
進
に

役
立
て
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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